
蘭越町立蘭越小学校

第５学年 〔単元名〕Lesson6 My Hero. 「話すこと［発表］」

〔単元の目標〕
・あこがれの人を紹介する言い方を理解することができる。
・友だちに自分のあこがれの人を紹介するために、自分の気持ちを含めて話すことができる。
・他者に配慮しながら、あこがれの人を紹介しようとする。

〔単元の目標の達成に向けた手立て〕

〔単元の目標の達成状況〕
・「ブラッシュアップ・タイム」を充実させることで、自分がどのような点でレベルアップで
きたかの意識付けを図ることができた。

・モデルを提示し、よい聞き方や反応の仕方のイメージをもたせることで、反応の仕方に大き
な成長が見られた。

・１人１台端末を活用し、事前に発表の練習動画を撮影し提出させることで、個別の練習場面
において具体的な支援につながり、児童は自身の発表に生かしていた。また、子ども一人一
人の成長の様子を見取ることができた。

〔改善の方向性〕
・「ブラッシュアップ・タイム」では、子ども同士でよい点を相
互評価し、相手に伝える活動を入れる。

・発表の場面（動画を撮影する場面）では、実際にその場にいる
聞き手に話しているような雰囲気になったことから、「蘭越中
学校の１年生に伝える」という相手意識を高める指導を行う。

D

C A

P

【様式】

手立て 資料

① 児童の言葉を基にした単元のTo Do Listの作成 ２

② 発表をよりよいものにする意識を高めるための「ブラッシュアップ・タイム」の充実 ３

③ 単元のTo Do Listを活用したパフォーマンステストの実施と振り返りの充実 ４

実践テーマ「指導と評価の一体化」のためのパフォーマンステストの改善充実



単元の目標の達成に向けた手立ての具体

①児童の言葉を基にした単元のTo Do Listの作成

【参考様式】

○ １時間目に単元のゴールイメー
ジをもち、ゴールの達成のために
必要なことを考えてTo Do Listを

作る。

○ 単元の初めに授業者とALTの会
話を聞かせ、ゴールイメージをも
たせる。

○ 単元の全時間、To Do Listを黒
板に掲示し、いつでも確認できる
ようにする。

〔児童の活動〕 〔教師の指導〕

○ 単元のゴールとして、ヒーロー
紹介を通し蘭越中学校第１学年の
生徒と交流することを伝える。

〔工夫点〕

・授業者とALTで寸劇
を行い、言語活動の
イメージをもたせる。

・中学校第１学年に対
してヒーロー紹介が
できるようにすると
いう目標を明確にし、
相手意識や目的意識
を高める。



単元の目標の達成に向けた手立ての具体

②発表をよりよいものにする意識を高めるための「ブラッシュアップ・タイム」の充実

【参考様式】

○ 発表用のメモとポスターを作成

する。
○ １人１台端末を活用し、発表用ポス
ターを作成させる。

○ 発表の型を示したメモを基に、発表
の内容を考えさせる。

〔児童の活動〕 〔教師の指導〕

○ 事前に発表の練習動画を個人で撮影
し、提出するよう指示する。

○ ペアで練習の際には、互いの発表を
聞き合うだけの活動ではなく、「ブラ
ッシュアップ・タイム」として、相手
の発表のよい点を自分の発表に生かす
ことができるよう働きかける。また、
相手意識をもちながら練習に取り組め
るようにする。

○ 発表の練習を行う。

〔工夫点〕

・発表の練習時間を十分に確保
するため、ポスターは１人１
台端末を活用して作成させる。

・支援を必要とする児童も自信
をもって発表できるよう、発
表用のメモを作成させる。

・児童に応じて、学んだ英語を
使って文をプラスし、より詳
しく紹介するよう働きかける。

・練習動画を撮影させること
で、一人一人が話す様子や、
練習後の変化を見取れるよ
うにする。

・ペアの相手を代え、より多
くの児童と交流させること
で自分の発表をブラッシュ
アップすることができるよ
うにする。

野球選手の写真



単元の目標の達成に向けた手立ての具体

③単元のTo Do Listを活用したパフォーマンステストの実施と振り返りの充実

【参考様式】

○ 自分のヒーローについて紹介す
る。（中学校第１学年と交流する
ため、発表の動画を撮影する。）

○ 話し方・聞き方を意識しながら実施
させる。

○ 話し方・聞き方について自己評価で
きる項目をワークシートに設ける。

〔児童の活動〕 〔教師の指導〕

○ To Do Listの項目
に沿って、振り返り
をさせる。

○ To Do Listの項目を基に、単元
でできるようになったことを振り
返る。

〔工夫点〕

・話し方・聞き方は、年間
通じて指導することで、
定着を図っていく。

・To Do Listの項目につい
て振り返ることで、この
単元でできるようになっ
たこと、まだできていな
いことを意識できるよう
にし、次の単元につなげ
るようにする。



ヒーロー紹介メモ



ブラッシュアップ・
タイム
ワークシート



単元の振り返り ワークシート




